
「１０回クイズ（ピザではなくピッツァ）」　弁護士　竹内　和
正
 

５歳の息子からクイズをせがまれたので、１０回クイズをだしました。

「ピザって１０回言ってみて。」

「ピザ！ピザ！ピザ！ピザ！ピザ！ピザ！ピザ！ピザ！ピッツア！！」

「（１回少ない。肘を指しながら）じゃあここは？」

「elbow！！」

・・・英語教室に通う息子の発音を聞き取れず、一瞬何を言われたかわからなかった父はポカンとし、クイズの意味がわからなかった息子
もポカンとする結果になりました。

弁護士　竹内　和正

 

 

7/27 On-line学習会「バイデン政権の中長期財政計
画にみる再分配政策；インフラ、再エネ投資と中間層へのインパ
クトを念頭に」

公正な税制を求める市民連絡会『コロナ危機から考える』連続On-line学習会のご案内
「バイデン政権の中長期財政計画にみる再分配政策；インフラ、再エネ投資と中間層へのインパクトを念頭に」

　現在、日本と同様、格差と貧困が社会問題化しているアメリカでは、バイデン政権が、所得税最高税率の引き上げ、その税率を富裕層の
株式などの譲渡益にも適用、法人税率の引き上げ、世界共通の最低法人税率の導入等により、富裕層及び大企業に対する課税を強化して税
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収を増加させ、その財源によってコミュニティーカレッジの無償化を含む教育や子育て支援等を充実させ、格差を是正する新構想を打ち出
しています。

本学習会では、アメリカ経済に造詣の深い吉弘憲介桃山学院大学准教授をお招きして、バイデン政権の中長期財政計画に関する見通しと課
題、法人税制度及び富裕者課税の見通しと財政赤字問題について解説いただき、コロナ禍において、社会保障制度の脆弱性があらためて露
呈している中で、私たちの生活を守るための税制や財政はどうあるべきか、ズームによる学習会を開催します。是非、ご参加ください。

■テーマ／バイデン政権の中長期財政計画にみる再分配政策；インフラ、再エネ投資と中間層へのインパクトを念頭に

■日時／2021年7月27日（火）19時30分～21時

■参加対象／当会会員の方のほか、どなたでも参加できます。

■講師／吉弘憲介桃山学院大学准教授

■参加費／１０００円（生活にお困りの方は支払不要です。）

事前にお振込みいただければ助かりますが、後日でも大丈夫です。カンパ歓迎！

（振込先）ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）

◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381

◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

■開催方法／Zoom

※Zoomは下記のURLをクリックすれば誰でも参加できるオンラインツールです。

■要申込

登録用URL

→
　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_HLXh8AEnTT6tUsNqxooQrQ

こちらからお申し込み下さい。ご登録後、ウェビナー参加に関する確認メールが届きます。

資料のダウンロード用のURLは、別途メールでご案内させていただきます。

■主催／公正な税制を求める市民連絡会

■連絡先／弁護士　猪股正　埼玉総合法律事務所　電話048-862-0355

https://www.andrew.ac.jp/researchers/c5o8gl00000005sv.html
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_HLXh8AEnTT6tUsNqxooQrQ
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「子ども達への職業紹介」弁護士　谷川　生子　
８月に、若者支援の一環として、小～高校生に様々な職業を紹介し、
働くことについて考えてもらおうという集まりがあります。

弁護士の仕事やその魅力について、簡単に説明するのは難しいですが、
集まりをきっかけに、子ども達に弁護士という職業に興味をもってもらえたら嬉しいです。

 

弁護士　谷川　生子

 

 

コロナと貧困に殺される。政治はいますぐ公的責任を果たせ！
新型コロナ災害緊急アクション活動報告会と各政党との討論集会
衆議院議員選挙前
「コロナと貧困に殺される。政治は,いますぐ公的責任を果たせ！」新型コロナ災害緊急アクション活動報告会と各政党との討論集会開催
案内

新型コロナ感染拡大から１年あまり、相談の中身は深刻化しています。「死にたい」「死ぬ前にメールを送った」というメールや電話を受
けては駆けつける日々だ。
何でこんなにも、「助けて」と言えない社会になったのか。そこまで追い詰められないと助けを求めてはいけないのか。孤立した人間に死
ぬまで自助・自己責任で耐えろ、ということなのか。今私たちの困窮者支援は完全に政府不在。孤立した人間に死ぬまで自助・自己責任で
耐えろ」
これでは更に、コロナと貧困に殺される。
政治は,いますぐ公的責任を果たしてほしい。
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年内に、衆議院選挙が予定されています。憲法25条の保障する生存権を保障する制度内容は後退、コロナ災害で更に暮らしが追い詰めら
れるなかで、わが国で最大の社会問題となっている貧困格差問題の解消するためのコロナ災害緊急対策だけでなく、総合的・体系的な政策
ビジョンを各政党・会派に求めていきたいと思います。
このため「衆議院選挙前院内集会：「コロナと貧困に殺される。　政治は,いますぐ公的責任を果たせ！」新型コロナ災害緊急アクション
活動報告会と各政党との討論集会」を開催することとしました。多くの方々の参加をお願い致します。
●日　時：2021年7月12日（月）13：00開始
　　　　　　　　　　　　　　12時30分入館証配布　受付開始　
●会　場：衆議院議員会館 第一議員会館 大会議室
★プログラム：　　　　　　　　進行　雨宮処凛　
　第一部　新型コロナ災害緊急アクション」活動報告会
主催　　新型コロナ災害緊急アクション
13:00　主催団体挨拶　　　　
　　　　　雨宮 処凛（反貧困ネットワーク）
13:25　新型コロナ災害緊急アクション活動報告　
いまこそ居住貧困を政治の責任で解決を
　　　　　瀬戸 大作（新型コロナ災害緊急アクション事務局）
13:45　生活保護は権利　扶養照会など運用改善の取り組みと
　　　　今後の課題
　　　　　稲葉 剛（一般社団法人つくろい東京ファンド代表理事）
14:00　女性支援の現場からの提言
　　　　　吉祥 眞佐緒（一般社団法人エープラス代表理事）
14:15　外国人支援の現場からの提言　
　　　　　稲葉奈々子（移住連・貧困対策PT）
　　　　　当事者発言あり　　　
14:40　労働相談の現場からの提言
　　　　　渡辺寛人（ＮＰＯ法人POSSE事務局長）
15:00　まとめ
　　　宇都宮健児（一般社団法人反貧困ネットワーク理事長）
第二部　各政党との討論集会
　主催　　反貧困ネットワーク
　司会進行　白石 孝
15:15　主催団体挨拶　　　　
　　　宇都宮健児（一般社団法人反貧困ネットワーク理事長）
15:25　新型コロナ災害緊急アクション　私たちからの政策提言　　　　　　　　　　　　
15:35分 各政党からのアピール
　衆議院選立候補者や各政党の担当者などから、政策や方針についての説明
16:10　会場からの質問と政党会派からの回答と討論

https://tsukuroi.tokyo/
http://antipoverty-network.org/


16:50　まとめ　　　　　　
　　　瀬戸大作（一般社団法人反貧困ネットワーク事務局長）
17:00　終了

（反貧困ネットワーク理事：弁護士　猪股　正）

「イチケイのカラス」と機能不全の最高裁の裁判官出身判事
現実の刑事裁判が、このドラマのように、もっと人と事実に向き合うことができれば、
刑事裁判は、よりよいものになるかもしれません。
事実がどこにあるのか、何が原因なのかを見極めるのは難しいのですが、日々鍛錬なのだと思います。
検察官が、片面的ではない真実発見を目指すというのは、とっても新鮮で、升さん、山﨑さんのコンビもよかった。
それにしても、黒木華さんの裁判官？ 裁判官の黒木華さん？は素敵でした。
出世も目指しながら、政治に忖度しないで事実を見極めようとする。裁判官の鏡でしたね。現実の社会では、夫婦別姓を認めない民法を合
憲だとする最高裁大法廷決定が６月２３日にありました。
非常におもしろいのは、裁判官出身の最高裁判事が全員合憲判決をくだしているところです。
下級審判事がヒラメ判事と揶揄されることがありますが、実際には下級審判事の中には素晴らしい裁判官もいます。
ところが、最高裁判事は忖度しなければならないもの何もなく、
憲法と良心に従って判断すればいいのに、実際には政府・自民党に忖度しているようです。
日本政府・自民党寄り最高裁支部とでも言いましょうか。弁護士出身枠の判事の中にも、在野法曹の役割を放棄した判事が２名（山口厚判
事、木沢克之判事）ほどいますが、捻じ曲げられた任命手続経過からすると、当然といえば当然でしょう。
検察官出身の三浦守判事が、明快に違憲であると判断しながら、手続がないから却下意見を出したのは、
ある意味、厳格に憲法と法律を踏まえて判断したと言え、おもしろいですね。

ある意味、砂川事件最高裁大法廷判決を踏まえても、歴史的に最も政治的に偏っているのは最高裁なのですよね。

私にはできませんが、能力と良心を兼ね備えた弁護士任官者がもっと増えることを期待したいと思います。

弁護士　伊須　慎一郎
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「挨拶は短く」弁護士高木太郎
４月から埼玉弁護士会の会長を務めています。
人前で話すのは苦手です。
トラウマは、小学校の児童会会長選挙の立候補演説でした。原稿が完成しないまま、演壇に登り、絶句して真っ赤になりました。
中学、高校は演劇部でした。セリフは脚本に書いてありますが、記憶力が悪いのと、緊張してセリフが飛ぶ恐怖を常に感じていました。
講演では、話につまらないように、できるだけ原稿を準備します。しかし、目が悪くなり、小さい文字や薄い文字が読めなくなりました。
人前でしゃべるのはとにかく苦手です。
挨拶がとっても短くても、どうか、許してください。

弁護士　高木　太郎

 

「コロナ禍の癒やし」弁護士梶山敏雄
孫娘が「泣き声が聞こえたので探したら自動車の底の部分から見つかった」と言って連れてきた、掌で震える目も開いていない「１３５グ
ラム」の子猫。
良く生きていたと思うほどでしたが、飼うことになってしまってから２ヶ月。
今では１キロ近くにまでなって、部屋の中を走り回り、ジャンプしまくり、机の上のキーボードを踏んでこっちが「ギャー」。
まあ、コロナ渦の中での老夫婦の生活を少しでも和ませるために、久々に我が家に訪れてきた生き物と考えるしかないかと、甘噛みができ
ず、小ヅメも引っかかり「痛い」と怒る私たちです。

弁護士　梶山　敏雄
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6/3 コロナ何でも電話相談会 1年の取組みをふまえた院内
集会

コロナ何でも電話相談会
1年の取組みをふまえた院内集会
追い詰められる人々の声を聴け！
～小手先の対応ではなく、

労働・社会保障制度の抜本的な建て直しを！
私たちは、昨年４月の初回実施を皮切りに、2カ月に1回、「コロナ災害を乗り越える・いのちとくらしを守る何でも電話相談会」を開催
してきました。
全国の弁護士、司法書士、社会福祉士、労働組合関係者等がボランティアで取組み、1年間で1万件近い悲鳴のような声を聞き続けてきま
した。
平常時からの労働・社会保障制度の問題点がコロナ禍の中で一層あらわになり、非正規労働者、女性、高齢者等弱い立場におかれた人々が
追い詰められています。
相談内容の報告と分析を踏まえて、小手先の対応ではない、労働・社会保障制度の抜本的な建て直しに向けた政策提言を行います。

【実施日時】２０２１年６月３日（木）１２時～１４時３０分

【場　　所】衆議院第1議員会館　地下１階　第６会議室
※平常時定員４２名のため、リアル参加は、主催者側、国会議員、マスコミ関係者に限らせていただきます。
１１時３０分から議員会館ロビーで通行証を配布します。

【オンライン配信】（ZOOM・ウェビナー）

https://us02web.zoom.us/j/87178037115?pwd=bUx6ZHpYN2hCb1ZtTkZ1
ejRwellKQT09
※事前申し込みは必要ありません。時間になりましたら上記URLからご参加ください。

【内容】

第１部　電話相談会の報告と研究者による分析

【報告１】なんでも電話相談の１年を振り返る～相談現場からの報告
猪股　正さん（弁護士・埼玉）

※各地の相談員の思いと声（オンライン）

【報告２】なんでも電話相談～相談者の属性・相談内容等の詳細分析
後藤広史さん（立教大学准教授）
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第２部　相談をふまえた各分野からの政策要求

【報告１】「生活保障法」と「住宅手当」の制定を！
小久保哲郎さん（弁護士・大阪）

【報告２】シングルマザー・若者支援の充実を！
寺内順子さん（㈳シンママ大阪応援団代表理事）（オンライン）

【報告３】ディーセントワークの実現を！
仲野智さん（全労連常任幹事）

※議員の発言、質疑・意見交換随時

主催：コロナ災害を乗り越える・いのちとくらしを守る何でも電話相談会実行委員会
問合せ先　猪股正（埼玉総合法律事務所☎048-862-0355）・小久保哲郎（あかり法律事務所☎06-6363-3310）

印刷版（PDF)　のダウンロードはこちらから　click!

全国一斉６／１２「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらしを
守るなんでも電話相談会・第８弾」フリーダイヤル【拡散希望】

「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第８弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
コロナの第４波の拡大、３度目の緊急事態宣言の発出、緊急事態宣言を６月２０日頃までさらに延長するとの政府方針等、先の見通せない
状況が続く中、失業の長期化、利用可能な支援策の終了等により、生活が立ちゆかなくなる人が増えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第８弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　６月１２日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。
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【相談例】
・生活費を支援する制度について知りたい。
・収入が減ったので、来月の家賃が払えそうもない。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンなど借金の返済に困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

＊チラシのダウンロード→　こちら

6/7 【国会議員との対話集会】コロナ禍で拡大する格差・貧
困問題に立ち向かう！  ～ 市民の立場から税制・財政を考え
る ～
【国会議員との対話集会】

 コロナ禍で拡大する格差・貧困問題に立ち向かう！
 ～ 市民の立場から税制・財政を考える ～
▶日時：2021年6月7日 月曜日　17時～19時30分
▶参加方法：ZoomウェビナーによるOn-line参加
　事前登録は，

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/05/ca0f4a043bcd28d19500412e7ff522cf.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/88063
https://saitamasogo.jp/archives/88063
https://saitamasogo.jp/archives/88063


https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_-
peI5x6KRSrOdWmBBBDH1IQ
から，お願いします。
 

▶場所：衆議院第2議員会館 多目的会議室
　国会議員及びメディア以外の方は、コロナの感染防止のため、オンラインによる参加をお願いいたします。
【プログラム】　　　
1　 開会挨拶
　　宇都宮健児（公正な税制を求める市民連絡会 共同代表）
2　コロナ禍の現場からの報告
　① 住宅問題　稲葉剛（つくろい東京ファンド 代表理事）
　② コロナが炙り出した女性の貧困　竹信三恵子（ジャーナリスト）
　③ コロナ駆けつけ支援　瀬戸大作（反貧困ネットワーク事務局長）
　④ 若者の窮状　村田くるみ（高等教育無償化プロジェクトFREE）
3　公正な税制を求める市民連絡会からの報告
　① バイデン政権の税制改革プラン　合田寛（同会幹事）
　② 提言　猪股正（弁護士，同会事務局長）
4　国会議員との対話
コロナ禍は、わが国で広がる貧困問題を可視化・顕在化させることになり、とりわけ非正規労働者、女性、学生などへ大きな打撃となり、-
わが国の社会保障の脆弱性を一層浮き彫りにしました。政府は、この間、定額給付金、持続化給付金などの巨額の財政支出をしていますが、
根本的な解決には至っておりません。一方で、コロナ禍で赤字国債を発行するなどして拡大した財政赤字は、益々膨張しています。

このような中で、公正な税制を求める市民連絡会は、格差の拡大に歯止めをかけ、臨時的一時的な対応ではなく、普遍的な困窮者支援をす
るための税制、財政のあり方を考えるべく、院内集会を開催することになりました。

コロナ禍を契機に、社会保障制度を支える税制、財政問題を考えるため、各党国会議員のみなさんと市民との対話を通じて、総合的・体系
的な政策ビジョンを共有し、政策実現を共にすすめていくために、このたび「コロナ禍で拡大する格差・貧困問題に立ち向かう！~市民の
立場から税制・財政を考える～」を開催することとしました。

ぜひ、ご参加ください。

◎お問い合わせ先
公正な税制を求める市民連絡会事務局
〒 330-0064　さいたま市浦和区岸町７－１２－１
 東和ビル４階 埼玉総合法律事務所
弁護士 猪 股 正
電話　048(862)0355・0246
FAX　048(866)0425

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_peI5x6KRSrOdWmBBBDH1IQ
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_peI5x6KRSrOdWmBBBDH1IQ
http://tax-justice.com/
https://tsukuroi.tokyo/
https://www.hanhinkon.com/
https://www.free20180913.com/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi

